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一
、
は
じ
め
に

　
『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経1

』
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
出
版
さ
れ
、
撰
者
を
聖
徳
太
子
（
五
七
四
～
六
二
二
）
に
仮
託
し
た
偽
書
で
あ
る
。
ま
た
聖
徳

太
子
に
よ
る
神
儒
仏
三
教
一
致
の
思
想
を
中
心
と
し
た
神
道
説
を
示
し
た
書
物
と
し
て
も
知
ら
れ
、
出
版
後
間
も
な
く
廃
版
処
分
と
な
り
、
関
係
者
と
思
し
き

　

近
世
初
期
の
成
立
と
見
ら
れ
る
『
先せ

ん
だ
い代

旧く
じ
ほ
ん

事
本
紀ぎ

大た
い

成せ
い

経き
ょ
う』

中
の
一
章

で
あ
る
「
聖せ

い

皇お
う

本ほ
ん

紀ぎ

」
は
、
主
に
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
記
述
を
基
礎
と

し
つ
つ
も
、
随
所
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
を
付
加
し
た
近き

ん

世せ
い

太た
い

子し

伝で
ん

的
内

容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
「
聖
皇
本
紀
」
に
、
従
来
の
資
料

で
は
全
く
示
唆
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
聖
徳
太
子
と
月が

っ

光こ
う

童ど
う

子じ

の
関

係
に
つ
い
て
の
記
述
が
存
在
す
る
こ
と
を
受
け
、『
大
成
経
』
撰
者
は
如

何
な
る
理
由
か
ら
そ
の
よ
う
な
記
事
を
新
た
に
付
加
し
た
の
か
を
考
察

し
た
。
結
論
と
し
て
、『
大
成
経
』
撰
者
は
近
世
以
前
か
ら
見
ら
れ
る
僧

侶
の
堕
落
に
対
し
て
、
仏
典
中
に
見
ら
れ
る
護
法
者
と
し
て
の
月
光
童
子

の
役
割
を
聖
徳
太
子
に
対
し
て
も
期
待
し
、
法
滅
に
対
す
る
危
機
感
を
煽

り
、
正
し
い
仏
教
者
と
し
て
の
あ
り
方
に
立
ち
返
る
こ
と
を
求
め
る
た
め

に
両
者
の
関
係
性
を
示
し
た
の
だ
と
論
じ
た
。
加
え
て
、「
聖
皇
本
紀
」

に
示
さ
れ
た
末
法
の
世
に
お
け
る
護
法
者
と
し
て
の
聖
徳
太
子
の
存
在

が
、
近き

ん

世せ
い

戒か
い

律り
つ

復ふ
っ

興こ
う

運う
ん

動ど
う

に
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
た
ち
に
何
ら
か

の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】「
先せ

ん

代だ
い

旧く

事じ

本ほ
ん

紀ぎ

大た
い

成せ
い

経き
ょ
う」「

聖せ
い

皇お
う

本ほ
ん

紀ぎ

」「
近き

ん

世せ
い

太た
い

子し

伝で
ん

」「
月が

っ

光こ
う

童ど
う

子じ

」「
近き

ん

世せ
い

戒か
い

律り
つ

復ふ
っ

興こ
う

運う
ん

動ど
う

」

論
　
文
　
要
　
旨

『
旧
事
大
成
経
』
聖
皇
本
紀
に
お
け
る

　
　
　

聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
の
関
係
に
つ
い
て

菊　

池　

圭　

祐
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人
物
た
ち
も
処
罰
さ
れ
る
な
ど
し
た
曰
く
付
き
の
資
料
で
あ
る
。
現
在
こ
の
『
大
成
経
』
が
近
世
思
想
史
上
に
適
切
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
、
十
分
に
そ
の
価

値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、『
大
成
経
』
は
廃
版
処
分
と
な
っ
た
後
に
も
多
く
の
信
奉
者
た
ち
の
間
で
受
け
継
が
れ
、
様
々

な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

私
は
『
大
成
経
』
が
ど
の
よ
う
な
思
想
を
含
む
資
料
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
信
奉
者
た
ち
の
間
で
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
、
か
つ
ど
の
よ
う
な
思
想
的
影
響
を

与
え
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
不
明
な
点
の
多
い
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
の
神
道
思
想
（
例
え
ば
『
大
成
経
』
に
説

か
れ
る
「
三
部
の
神
道
」
の
一
つ
で
あ
る
「
斎
元
（
忌
部
）
神
道
」
な
ど
）
を
解
明
す
る
上
で
も
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、従
来
の
先
行
研
究
に
お
い
て
あ
ま
り
積
極
的
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、『
大
成
経
』
本
文
に
対
す
る
網
羅
的
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、

『
大
成
経
』「
聖
皇
本
紀
」
に
見
え
る
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
の
関
係
に
対
す
る
考
察
を
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
「
聖
皇
本
紀
」
と
は
、
七
十
二
巻
本
『
大
成
経
』
に
お
け
る
全
二
十
八
本
紀
（
章
）
の
内
の
一
つ
で
あ
り
、
第
三
十
五
～
三
十
八
巻
に
該
当
す
る
近
世
太
子

伝
と
も
言
う
べ
き
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
聖
皇
本
紀
」
は
主
に
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
記
事
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
か
な
り
多
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記

述
を
含
む
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
『
大
成
経
』
に
お
い
て
新
た
に
追
加
さ
れ
た
記
述
に
注
目
し
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
か
を
考
え
る

こ
と
は
、『
大
成
経
』
が
何
を
伝
え
、
主
張
す
る
た
め
に
成
立
し
た
も
の
な
の
か
を
知
る
上
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

本
論
文
で
は
、
数
あ
る
『
大
成
経
』
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
述
の
中
か
ら
、
古
代
・
中
世
の
太
子
伝
等
で
は
全
く
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子

の
関
係
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
記
事
が
追
加
さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
加
え
て
、
そ
の
内
容
が
人
々
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
存
在
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
も
考
察
を
広
げ
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

二
、『
大
成
経
』
聖
皇
本
紀
　
敏
達
天
皇
六
年
十
二
月
条
の
記
事
に
つ
い
て

　

早
速
、
本
論
文
に
お
け
る
考
察
の
中
心
と
な
る
「
聖
皇
本
紀
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
事
を
見
て
い
き
た
い
。
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十
二
月
蘇
我
の
卿
の
家
に
諸
卿
集
ま
り
。
異
国
の
文
を
聞
き
。
高
䴡
の
博
士
。
百
済
の
沙
門
。
互
に
相
ひ
争
ひ
論
ず
。
其
声
鳥
の
鳴
く
が
如
し
。
通
声
の

師
分
ら
ず
。
時
に
太
子
侍
従
を
将
て
。
会
に
望
み
熟
然
と
し
て
之
を
聞
き
た
ま
ふ
。
既
に
し
て
宮
に
帰
り
。
妳
母
に
語
て
曰
く
。
悲
し
き
か
な
。
博
士
沙

門
。
聖
者
の
境
界
を
知
ら
ず
。
自
ら
の
妄
我
の
意
を
以
て
。
推
て
古
聖
の
意
と
為
す
。
恣
に
横
解
を
談
じ
て
。
具
に
聖
経
を
汚
す
。
一
り
の
沙
門
は
儒
を

卑
し
み
。
孔
子
を
以
て
学
業
弁
才
と
為
す
。
一
の
沙
門
は
理
を
伐
ち
。
儒
童
を
以
て
訳
者
の
寓
筆
と
為
す
。
一
の
博
士
は
。
釈
迦
を
以
て
許
由
巣
父
が
徒

と
為
す
。
一
の
博
士
は
。
西
方
の
聖
人
は
。
列
子
が
寓
言
と
為
す
。
皆
後
風
の
妄
議
に
し
て
。
先
聖
の
実
説
に
非
ず
。
吾
今
汝
に
語
る
。
吾
月
光
と
。
同

く
補
陀
に
出
る
。
吾
れ
は
匿
王
の
宮
に
入
り
て
。
勝
㬅
夫
人
と
名
く
。
彼
れ
は
育
王
の
宮
に
入
り
。
月
光
童
子
と
名
く
。
彼
先
に
震
旦
に
来
り
。
顔
家
に

入
る
囘
と
名
け
て
。
先
王
の
道
を
行
ふ
。
吾
は
後
に
来
て
思
と
名
け
。
如
来
の
道
を
行
ふ
。
吾
れ
実
に
之
を
知
る
。
何
ぞ
虚
誕
有
ん
。
孔
子
語
を
設
け
る

に
。
謹
密
に
し
て
一
に
非
ず
。
時
に
従
ひ
人
に
従
ふ
。
列
子
記
す
所
。
人
の
語
に
依
る
。
列
子
は
至
人
の
徒
な
り
。
慮
語
実
に
し
て
虚
無
し
。
何
の
寓
言

す
る
所
有
ん
。
吾
れ
是
如
く
語
れ
ば
。
又
之
を
聞
く
者
は
。
即
ち
疑
て
虚
談
と
為
す
。
止
止
更
に
力
無
し
。
神
も
之
を
治
む
る
こ
と
能
は
ず
。

�

（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

敏
達
天
皇
六
年
十
二
月
条2

）

　

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
聖
徳
太
子
は
前
世
に
お
い
て
観
音
菩
薩
で
あ
り
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
勝
鬘
夫
人
と
な
り
、
中
国
に
お
い
て
南
岳
慧
思
と
な
っ
て
仏
道

を
修
め
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
太
子
と
共
に
補
陀
落
に
降
り
立
っ
た
月
光
童
子
は
、
中
国
に
お
い
て
顔
回
と
な
っ
て
儒
教
を
実
践
し
た
と
す
る
。
従
っ
て
聖
徳

太
子
は
、
釈
迦
や
孔
子
と
い
っ
た
聖
人
た
ち
の
実
際
の
様
子
を
知
っ
て
い
る
た
め
に
、
後
の
仏
教
者
や
儒
者
た
ち
の
認
識
が
事
実
と
は
異
な
る
こ
と
を
理
解
し

つ
つ
も
、
世
の
人
々
は
そ
う
し
た
太
子
の
言
葉
を
信
じ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
歎
い
て
い
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
記
事
の
大
ま
か
な
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
記
事
で
重
要
な
点
は
、
何
と
い
っ
て
も
傍
線
を
引
い
た
「
吾
今
汝
に
語
る
。
吾
月
光
と
。
同
く
補
陀
に
出
る
。
吾
れ
は
匿
王
の
宮
に
入
り
て
。
勝
㬅
夫

人
と
名
く
。
彼
れ
は
育
王
の
宮
に
入
り
。
月
光
童
子
と
名
く
。
彼
先
に
震
旦
に
来
り
。
顔
家
に
入
る
囘
と
名
け
て
。
先
王
の
道
を
行
ふ
。
吾
は
後
に
来
て
思
と

名
け
。
如
来
の
道
を
行
ふ
」
と
い
う
部
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
章
は
前
述
の
通
り
『
大
成
経
』
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
事
で
あ
り
、
従
来
の
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
等

に
直
接
出
典
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
少
し
ず
つ
区
切
っ
て
見
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
元
と
な
っ
た
資
料
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
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例
と
し
て
、
聖
徳
太
子
が
補
陀
に
出
た
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。「
補
陀
」
と
は
観
音
菩
薩
の
浄
土
と
し
て
知
ら
れ
る
「
補
陀
落
山
」
を
指
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
聖
徳
太
子
が
降
り
立
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
必
然
的
に
聖
徳
太
子
が
観
音
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ

れ
る
。
従
っ
て
、
古
来
よ
り
聖
徳
太
子
が
「
救
世
観
音
」
と
目
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実3

を
踏
ま
え
た
上
で
こ
の
記
述
は
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
他
の
部

分
も
同
様
に
、
何
ら
か
の
資
料
に
基
づ
く
言
説
に
依
拠
し
て
こ
の
記
事
が
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
、
出
典
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
資
料
を
い

く
つ
か
提
示
し
て
み
た
い
。

・日
イ本

国
に
昔
聖
徳
太
子
有
り
。
曰
く
。
二
百
年
後
聖
教
日
本
に
興
る
と
。
今
此
運
を
鍾
め
る
。
願
ひ
て
・大

イ

和
上
東
遊
し
化
を
興
す
。
大
和
上
答イ

无

曰
く
。

昔
聞
く
に
南
岳
思
禅
師
遷
化
之
後
に
。
倭
国
王
子
に
託
生
し
。
仏
法
を
興
隆
し
。
衆
生
を
済
度
す
。

�

（
淡
海
三
船
『
唐
大
和
上
東
征
伝4

』）

思
禅
師
後
に
日
本
国
豊
日
天
皇
宮
に
生
ま
れ
る
。

�

（
思
託
『
上
宮
皇
太
子
菩
薩
伝5

』）

臣
忝

（
爰
イ
）儲

君
の
位
を
受
く
。
再
三
固
辞
し
て
。
出
家
入
道
し
外
者
を
度
し
仏
教
を
興
隆
し
て
玄
風
を
紹
曜（

燿
イ
）せ

ん
と
為
す
が
。
天
皇
聴
か
ず
。
敢
え
て
固
辞

せ
ず
。
故
に
十
七
憲
章
を
製
し
。
王
法
之
規
摸マ

マ

と
為
す
。
諸
悪
莫
作
之
教
を
流
布
し
。
仏
法
之
棟
梁
と
為
す
。
遂
に
五
戒
を
受
け
。
名
を
勝
鬘
と
曰
ふ
。

往
昔
婦
人
に
て
在
る
時
。
釈
迦
如
来
勝
鬘
経
を
説
く
。
其
因
縁
を
以
て
故
に
是
経
を
講
説
す
。
肇
て
義
疏
を
製
す
。
衡
山
に
數
十
身
修
行
し
法
華
経
を
持

誦
す
。
故
に
復
義
疏
を
製
す
。

�

（『
荒
陵
寺
御
手
印
縁
起6

』）

サ
テ
尺
尊
ハ
。
中
天
竺
ニ
出
給
ヘ
ド
モ
五
天
竺
同
ク
法
雨
ニ
ウ
ル
ヲ
ヒ
ニ
キ
。
夫
ニ
震
旦
国
ニ
ハ
出
給
ハ
ザ
リ
シ
カ
バ
。
未
度
ノ
衆
生
申
ニ
ヲ
ヨ
バ
ヌ
ホ
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ド
ノ
事
也
。
教
法
世
ニ
流
布
ス
ル
事
無
ク
バ
。
争
カ
化
度
ノ
便
リ
ヲ
可
得
ク
ト
テ
。
能
々
化
度
利
生
ノ
器
量
ヲ
ハ
カ
ラ
ヒ
テ
。
迦
葉
。
光
浄
。
月
光
。
三

人
ノ
大
士
ニ
仰
付
ケ
給
ケ
ル
。
善
巧
ノ
御
詞
コ
ソ
目
出
ク
覚
侍
レ
。
是
ヨ
リ
東
ニ
一
ノ
小
国
ア
リ
。
震
旦
国
ト
ナ
ヅ
ク
。（
中
略
）
三
人
𦬇𦬇
各
尺
尊
ノ
教

勅
ニ
随
テ
。
我
モ
〳
〵
ト
調
機
ノ
思
ヲ
ハ
ゲ
ミ
テ
。
即
震
旦
国
ニ
生
ヲ
受
ケ
給
キ
。
迦
葉
𦬇𦬇
ハ
周
ノ
宣
王
ノ
御
時
。
魯
国
ニ
生
テ
老
子
ト
イ
ハ
レ
給
キ
。

月
光
𦬇𦬇
ハ
顔
回
ト
云
賢
才
ノ
人
ニ
生
テ
。
魯
国
ニ
化
ヲ
施
シ
。
光
浄
𦬇𦬇
ハ
孔
子
ト
生
テ
。
周
ノ
霊
王
ノ
御
時
。
顔
氏
ヲ
母
ト
シ
叔
梁
ヲ
父
ト
憑
テ
。
尼
丘

山
ノ
内
ニ
シ
テ
生
ジ
給
リ
。

�

（『
耀
天
記
』
山
王
事7

）

言
円
菩
薩
所
造
日
本
神
仙
記
に
曰
く
。
弘
法
大
師
は
。
昔
日
勝
鬘
夫
人
。
又
大
唐
衡
山
に
出
で
恵
思
禅
師
と
為
す
。
又
日
本
国
に
於
て
は
。
聖
徳
太
子
と

為
す
。
本
縁
に
依
り
て
勝
鬘
経
を
講
ず
。
云
云

�

（
法
空
『
上
宮
太
子
拾
遺
記8

』）

以
上
の
よ
う
な
資
料
群
か
ら
従
来
、
月
光
菩
薩
（
月
光
童
子
）
が
中
国
に
お
い
て
顔
回
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
観
音
菩
薩
で
あ
っ
た
聖
徳
太
子
が
、
古
代
イ

ン
ド
に
お
い
て
は
勝
鬘
夫
人
で
あ
り
、
中
国
に
お
い
て
は
南
岳
慧
思
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
大
成
経
』
の
撰
者
は
こ
う
し
た
中
世

的
言
説
を
踏
ま
え
、「
聖
皇
本
紀
」
に
て
新
た
な
太
子
伝
を
構
築
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

私
は
「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
が
付
加
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
は
じ
め
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
に
お
い
て
も
聖
徳
太
子
は
重
要
人

物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
、
そ
の
上
で
神
儒
仏
三
教
一
致
の
思
想
を
語
ら
せ
る
こ
と
で
、『
大
成
経
』
に
よ
る
神
道
説
の
説
得
力
を
高
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
目
的
も
一
部
に
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
「
聖
皇
本
紀
」
敏
達
天
皇
六
年
十
二
月
条
の
持
つ
意
味
は

そ
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

そ
う
考
え
る
根
拠
は
、
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
上
掲
「
聖
皇
本
紀
」
敏
達
天
皇
六
年
十
二
月
条
を
見
る
と
、
聖
徳
太

子
と
月
光
童
子
の
事
績
が
並
列
的
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
は
、『
大
成
経
』
以
前
に
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
の
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関
係
性
が
直
接
的
に
記
さ
れ
た
資
料
は
存
在
し
て
い
な
い9

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
聖
皇
本
紀
」
で
は
、
唐
突
に
月
光
童
子
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
な

記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
が
、
こ
の
記
述
の
真
意
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
聖
皇
本
紀
」
敏
達
天
皇
六
年
十
二
月
条
の
文
脈
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、
聖
徳
太
子
は
孔
子
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
よ
く
知
っ

て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
だ
が
、
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
が
共
に
補
陀
落
を
出
て
か
ら
イ
ン
ド
に
出
現
し
、
そ
の
後
、
月
光
童
子
は
孔
子
（
前
五
五
一
頃
～
前

四
七
九
）
の
時
代
に
中
国
に
や
っ
て
き
た10

が
、
太
子
が
中
国
に
現
れ
た
の
は
そ
こ
か
ら
約
千
年
隔
た
っ
た
六
世
紀
の
南
岳
慧
思
（
五
一
五
～
五
七
七
）
の
時
代

で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
聖
徳
太
子
が
、
孔
子
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
知
っ
て
い
る
と
す
る
の
は
、
些
か
無
理
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
文
脈
か
ら
判
断
す
る
に
、
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
は
意
図
的
に
同
一
の
存
在
、
あ
る
い
は
分
身
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
描
写
さ
れ
て

い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
明
確
に
そ
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
な
い
以
上
は
、
始
め
か
ら
決
め
つ
け
て
か
か
る
こ
と

は
危
険
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
そ
う
す
る
と
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
は
、互
い
に
何
ら
か
の
方
法
で
情
報
・
知
識
の
共
有
が
図
れ
る
よ
う
な
密
な
関
係
で
あ
っ

た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
私
は
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
道
の
り
を
経
な
が
ら
も
、
あ
る
「
共
通
の
目
的
」
の
下
に
共
に
イ
ン
ド
・
中
国
、
そ
し
て
日
本
に
至
る
べ
き
同
志

で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
『
大
成
経
』
に
お
い
て
唐
突
に
彼
ら
の
関
係
性
が
示
唆
さ
れ
た
こ
と
の
裏
に
は
、
恐
ら
く
聖
徳
太
子
に
も
月
光
童
子
が
担
っ

て
い
た
役
割
と
同
様
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
い
が
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
両
者
の
存
在
を
付
会
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
で
は
月

光
童
子
が
担
っ
て
い
た
役
割
と
は
、
何
で
あ
る
の
か
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
吉
田
一
彦
が
『
仏
教
伝
来
の
研
究
』
に
お
い
て
提
示
し
た
考
察
を
参
照
し
て
み
た
い
。
吉
田
は
、『
日
本
書
紀
』

に
記
さ
れ
た
仏
教
伝
来
の
年
次
で
あ
る
欽
明
天
皇
十
三
年
（
五
五
二
）
が
、
中
国
に
お
け
る
末
法
思
想
の
影
響
を
受
け
、
末
法
の
一
年
目
に
当
た
る
年
と
し
て

設
定
さ
れ
た
も
の
と
す
る11

。
そ
し
て
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
廃
仏
記
事
に
つ
い
て
、
こ
ち
ら
も
中
国
に
お
け
る
皇
帝
の
廃
仏
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と

し
て
い
る12

。
こ
れ
を
受
け
て
「
末
法
で
あ
る
が
故
に
、
廃
仏
王
に
よ
る
廃
仏
が
必
然
と
し
て
行
な
わ
れ
、
仏
法
は
廃
滅
の
危
機
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
、

仏
法
護
持
者
が
廃
仏
と
戦
い
、
廃
仏
は
克
服
さ
れ
、
や
が
て
新
た
な
王
に
よ
っ
て
仏
法
は
再
興
さ
れ
、
以
前
に
も
ま
し
て
仏
法
は
興
隆
し
て
い
く
」
と
い
う
ド
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ラ
マ
的
進
行
に
よ
っ
て
『
日
本
書
紀
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
吉
田
は
指
摘
し
て
い
る13

。

　

ま
た
月
光
童
子
を
末
法
の
世
に
現
れ
て
護
法
や
救
済
を
行
う
存
在
と
し
て
描
く
経
典
が
成
立
す
る
な
ど
し
て
お
り14

、
そ
こ
か
ら
吉
田
は
、『
日
本
書
紀
』
に

お
け
る
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
の
持
つ
性
格
の
共
通
性
を
見
出
し
て
い
る15

。
つ
ま
り
吉
田
の
論
に
よ
れ
ば
、
末
法
初
年
の
日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
、
そ
の
後
敏

達
天
皇
・
物
部
守
屋
な
ど
に
よ
っ
て
廃
仏
が
な
さ
れ
る
が
、
蘇
我
馬
子
ら
と
と
も
に
戦
に
参
加
し
、
仏
法
を
守
護
・
興
隆
し
て
い
く
と
い
う
役
割
を
与
え
ら
れ

た
人
物
こ
そ
が
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
聖
徳
太
子
と
い
う
存
在
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
仏
典
に
お
い
て
月
光
童
子
に
求
め
ら
れ
た
役
割
と
類
似
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
吉
田
の
論
は
、「
聖
皇
本
紀
」
敏
達
天
皇
六
年
十
二
月
条
に
見
え
て
い
る
よ
う
な
月
光
童
子
と
聖
徳
太
子
の
関
係
を
考
え
る
上
に
お
い
て
、

非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
古
代
の
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
近
世
『
大
成
経
』
に
お
け
る
月
光
童

子
と
聖
徳
太
子
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
か
ら
は
吉
田
の
論
を
参
考
と
し
つ
つ
、
な
ぜ
「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
月
光
童
子
と
い
う

存
在
を
聖
徳
太
子
と
関
わ
ら
せ
て
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

長
者
に
子
有
り
。
名
を
月
光
と
曰
ふ
。
厥
年
十
六
。
天
姿
挺
特
儀
容
端
正
。
群
籍
に
博
通
し
神
摸
に
貫
綜
す
。
天
文
地
理
を
照
さ
ざ
る
は
靡
し
。
高
名
世

を
動
か
し
群
儒
師
仰
す
。
慈
悲
に
し
て
世
の
生
死
の
苦
み
を
愍
ふ
。
徳
を
降
し
入
る
に
普
く
し
て
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
し
。
父
申
日
を
諫
め
る
。

�

（
竺
法
護
訳
『
仏
説
月
光
童
子
経16

』）

申
日
に
子
有
り
。
名
を
旃
羅
法
【
漢
に
月
光
童
子
と
言
ふ
】
先
の
世
の
宿
命
に
て
仏
経
道
を
学
ぶ
。
神
猛
の
志
有
り
て
。
志
大
乗
に
在
り
。
其
父
に
白
し

て
言
く
。
仏
は
大
聖
神
通
已
達
な
り
。
前
に
知
る
こ
と
窮
り
無
く
却
り
て
覩
る
こ
と
極
り
無
し
。
蜎
蜚
蠕
動
心
義
の
念
ず
る
所
皆
預
め
之
を
知
る
。
邪
冥

悪
人
之
言
を
用
い
て
其
重
罪
を
受
く
る
莫
れ
。

�

（
竺
法
護
訳
『
仏
説
申
日
経17

』）
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申
日
に
一
子
有
り
字
を
旃
羅
法
年
十
六
。
過
世
の
宿
命
に
て
仏
道
を
学
ぶ
。
能
く
去
来
現
在
之
事
を
知
る
。
其
父
に
語
り
て
言
く
仏
已
に
余
道
の
議
す
る

所
を
知
る
。
須
ら
く
試
み
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
悪
人
の
言
を
用
ひ
自
ら
湯
火
を
投
ず
る
こ
と
莫
れ
。

�

（
求
那
跋
陀
羅
訳
『
申
日
児
本
経18

』）

時
に
徳
護
長
者
の
子
名
を
月
光
と
曰
ふ
。
年
十
六
に
至
り
形
貌
端
正
に
し
て
人
相
第
一
。
身
に
二
十
八
種
大
丈
夫
の
相
有
り
。（
中
略
）
時
に
長
者
即
便

ち
家
に
還
り
。
家
人
に
勅
語
し
斯
事
を
営
辯
す
。
時
に
子
月
光
。
父
に
悪
事
を
造
作
す
る
心
興
る
を
見
る
。
心
に
憂
悴
を
生
じ
て
父
を
諫
め
て
言
く
。
此

事
不
吉
仏
所
に
於
て
善
か
ら
ざ
る
業
起
こ
る
こ
と
莫
し
。
何
を
以
て
の
故
か
。
諸
仏
壊
し
難
き
の
故
な
り
。
一
切
天
神
龍
及
び
鬼
神
。
如
来
を
悪
逆
の
者

起
ち
て
能
く
破
壊
す
る
こ
と
無
か
る
が
若
し
。

�

（
那
連
提
耶
舎
訳
『
仏
説
徳
護
長
者
経
巻
上19

』）

　

以
上
四
つ
の
経
典
は
、
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
共
通
す
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
大
筋
と
し
て
仏
教
に
背
い
て
外
道
（
仏
教
以
外
の
教
え
）
を
信
仰
し
、

仏
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る
父
（
申
日
・
徳
護
長
者
）
に
対
し
て
、
子
の
月
光
童
子
が
諫
言
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
類
似
す
る
内
容
を
も
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
四
経
は
同
じ
話
の
異
訳
と
考
え
ら
れ20

、早
い
例
に
西
晋
（
二
六
五
～
三
一
六
）
の
竺
法
護
訳
と
さ
れ
る
『
仏
説
月
光
童
子
経
』
や
『
仏

説
申
日
経21

』
が
あ
り
、
東
晋
代
（
三
一
七
～
四
二
〇
）
の
前
期
に
は
月
光
童
子
の
名
が
広
ま
っ
て
い
た
と
す
る
見
解22

も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
経
典
は
月
光
童

子
信
仰
の
展
開
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る23

。

　

と
も
か
く
、
引
用
し
た
記
述
か
ら
月
光
童
子
の
護
法
者
と
し
て
の
性
格
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
別
の
経
典
に
は
護
法
者
と
し
て
の
性
格
以
外
の

も
の
も
示
さ
れ
て
い
る
。

月
光
曰
く
。
善
く
聴
き
復
当
に
善
念
善
思
し
て
之
を
念
ず
べ
し
。
内
に
心
中
常
の
意
の
如
く
莫
か
る
が
著
れ
。
吾
見
て
之
を
説
く
。
当
に
来
る
年
必
ず
水

災
有
る
べ
し
。
高
さ
平
地
四
十
余
里
。
当
に
水
来
る
時
西
北
角
よ
り
東
南
に
出
で
て
流
る
べ
し
。
大
水
陽
波
の
叫
声
雷
電
霹
靂
に
喩
え
と
為
す
を
得
ず
。
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汝
復
運
波
湧
出
し
叫
声
す
。
当
に
爾
之
時
人
皆
惶
怖
迫
死
す
る
者
多
か
る
べ
し
。
唯
持
戒
浄
潔
有
り
て
度
世
を
求
懃
す
る
の
み
。（
中
略
）
月
光
復
大
王

に
告
げ
て
言
く
。
当
に
三
災
来
た
り
て
疾
病
流
行
す
べ
し
。
十
傷
九
亡
種
種
異
患
皆
当
に
夭
命
す
べ
し
。
王
当
に
之
を
信
ず
べ
し
。
各
国
内
一
歳
以
上
能

行
知
語
に
応
に
三
帰
五
戒
を
受
く
べ
し
と
勅
す
。
若
し
老
若
少
く
皆
勧
め
に
応
じ
て
尽
く
三
帰
五
戒
を
受
け
善
法
を
奉
行
せ
し
め
ば
。
是
の
如
き
人
は
皆

度
世
を
得
る
。

�

（『
首
羅
比
丘
経24

』）

　

月
光
童
子
を
登
場
さ
せ
讖
緯
と
除
災
と
を
主
説
す
る
六
朝
偽
経
の
一
つ
で
あ
る
『
首
羅
比
丘
経25

』
に
よ
れ
ば
、
月
光
童
子
が
出
現
す
る
際
、
そ
れ
以
前
に
は

大
水
に
よ
る
災
害
が
あ
り
、
ま
た
疫
病
が
流
行
す
る
な
ど
と
い
っ
た
悪
い
出
来
事
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が

若
く
し
て
亡
く
な
る
と
記
さ
れ
て
も
い
る
。

　

加
え
て
砂
山
稔
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
救
わ
れ
る
要
因
と
し
て
、
①
月
光
童
子
の
出
現
、
②
三
帰
五
戒
の
受
持
、
③
観
音
経
の
誦
呪
が
『
首
羅
比
丘
経
』

内
に
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る26

。
つ
ま
り
、
人
々
が
災
害
か
ら
救
わ
れ
る
た
め
に
は
月
光
童
子
に
よ
る
救
済
の
他
に
、
き
ち
ん
と
仏
・
法
・
僧
の

三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
、
そ
し
て
最
低
限
守
ら
れ
る
べ
き
戒
律
が
し
っ
か
り
と
保
た
れ
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
、
仏
教
的
に
正
し
い
人
々
の
あ
り
方
も
同
時
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
今
回
、
私
が
特
に
注
目
し
た
の
は
『
法
滅
尽
経
』
と
い
う
経
典
で
あ
る
。『
法
滅
尽
経
』
は
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
め
頃
の
中
国
に
お
い
て
成
立
し

た
と
見
ら
れ
る
、
偽
経
で
あ
る27

。
こ
の
経
典
で
は
仏
陀
が
入
滅
し
た
後
、
仏
法
が
滅
び
よ
う
と
す
る
時
の
有
様
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
そ
の
中
に
月
光
童
子
も
登

場
し
て
く
る
。

是
如
く
聞
く
。
一
時
仏
は
拘
夷
那
竭
国
に
在
り
。
如
来
三
月
当
に
般
涅
槃
す
べ
し
。
諸
比
丘
及
び
諸
菩
薩
と
。
無
央
数
衆
仏
所
に
来
詣
し
地
に
稽
首
す
。

世
尊
寂
静
黙
し
て
説
く
所
無
く
光
明
現
れ
ず
。
賢
者
阿
難
礼
を
作
し
て
仏
に
白
し
て
言
く
。
世
尊
。
前
後
の
説
法
に
威
光
が
独
り
顕
る
。
今
大
衆
会
す
も

光
更
に
現
れ
ず
。
何
故
此
の
如
き
か
。
其
必
ず
故
有
り
。
願
く
ば
其
意
を
聞
か
ん
。
仏
黙
し
て
応
じ
ず
。
是
如
く
三
に
至
る
。
仏
阿
難
に
告
げ
る
。
吾
涅
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槃
後
法
滅
せ
ん
と
欲
す
る
時
。
五
逆
が
世
を
濁
し
魔
道
が
興
盛
す
。
魔
沙
門
と
作
し
て
吾
道
を
壊
乱
し
。
俗
衣
裳
を
著
け
袈
裟
は
五
色
之
服
を
楽
好
す
。

酒
を
飲
み
肉
を
噉
ら
い
生
を
殺
し
味
を
貪
る
。
慈
心
有
る
こ
と
無
く
更
に
相
憎
嫉
す
。
時
に
菩
薩
辟
支
羅
漢
有
り
。
精
進
し
徳
を
修
め
一
切
を
敬
待
す
。

人
の
宗
向
す
る
所
教
化
平
等
。
貧
き
を
憐
み
老
を
念
ひ
窮
厄
を
鞠
育
す
。
恒
に
経
像
を
以
て
人
を
奉
事
せ
し
む
。
諸
功
徳
を
作
し
志
性
恩
善
。
人
を
侵
害

せ
ず
身
を
捐
え
て
物
を
済
す
。
自
ら
己
を
惜
し
ま
ず
忍
辱
に
し
て
仁
和
な
り
。
設
し
是
人
有
り
て
も
。
衆
魔
比
丘
咸
く
共
に
之
を
嫉
み
誹
謗
し
悪
を
揚
ぐ

る
。
擯
黜
駆
遣
し
て
住
す
る
を
得
さ
し
め
ず
。
自
ず
か
ら
共
に
後
に
於
て
道
徳
を
修
め
ず
。
寺
廟
空
荒
に
し
て
復
修
理
す
る
こ
と
無
く
転
じ
て
毀
壊
を
就

す
。
但
財
物
を
貪
り
積
聚
し
て
散
ら
さ
ず
福
徳
を
作
さ
ず
。
奴
婢
を
販
売
し
て
耕
田
種
植
し
。
山
林
を
焚
焼
し
衆
生
を
傷
害
し
て
慈
心
有
る
こ
と
無
し
。

奴
比
丘
と
為
り
。
婢
比
丘
尼
と
為
る
。
道
徳
有
る
こ
と
無
く
し
て
淫
妷
濁
乱
男
女
を
別
ず
。
道
を
薄
淡
せ
し
め
る
は
皆
斯
輩
に
由
る
。
或
い
は
県
官
を
避

け
吾
道
に
依
倚
し
。
沙
門
と
為
す
を
求
む
も
戒
律
を
修
め
ず
。
月
半
月
尽
誦
戒
を
名
ず
と
雖
も
。
厭
倦
懈
怠
に
し
て
聴
聞
を
欲
せ
ず
。
前
後
を
抄
略
し
尽

説
を
肯
ぜ
ず
。
経
を
誦
習
せ
ず
。
設
し
読
者
有
り
て
も
字
句
を
識
ら
ず
。
強
言
を
是
と
為
し
。
明
者
に
諮
は
ず
貢
高
し
名
を
求
む
。
虚
顕
雅
歩
し
て
以
て

栄
と
為
し
人
の
供
養
を
冀
望
す
。
衆
魔
比
丘
命
終
之
後
。
精
神
当
に
無
択
。
地
獄
。
五
逆
罪
の
中
に
堕
つ
べ
し
。
餓
鬼
畜
生
恒
河
沙
劫
を
経
歴
せ
ざ
る
は

な
し
。
罪
竟
て
乃
ち
出
生
し
辺
国
三
法
無
き
処
に
在
り
。
法
滅
せ
ん
と
欲
す
る
時
女
人
精
進
し
て
恒
に
功
徳
を
作
し
。
男
子
懈
慢
に
し
て
法
語
を
用
ひ
ず
。

眼
に
沙
門
を
見
る
こ
と
糞
土
を
視
る
が
如
く
信
心
有
る
こ
と
無
し
。
法
将
に
殄
沒
す
。
登
り
て
時
に
諸
天
泣
涙
す
。
水
旱
調
は
ず
五
穀
熟
せ
ず
。
疫
気
流

行
し
死
亡
者
衆
し
。
人
民
勤
苦
県
官
計
剋
。
道
理
に
順
は
ず
皆
楽
乱
を
思
ふ
。
悪
人
転
ず
る
こ
と
多
く
海
中
の
沙
の
如
し
。
善
者
甚
だ
少
な
く
若
一
若
二
。

劫
尽
ん
と
欲
す
る
が
故
に
日
月
の
転
短
く
人
命
の
転
促
る
。
四
十
で
頭
は
白
く
。
男
子
淫
妷
に
し
て
精
尽
き
夭
命
す
。
或
い
は
寿
六
十
。
男
子
寿
短
く
女

人
寿
長
し
。
七
八
九
十
或
い
は
百
歳
に
至
る
。
大
水
忽
ち
に
起
き
卒
る
こ
と
無
期
に
至
る
。
世
人
信
じ
ざ
る
が
故
に
有
常
と
為
す
。
衆
生
雑
類
豪
賤
を
問

は
ず
。
沒
溺
浮
漂
し
魚
鱉
に
食
噉
さ
る
。
時
に
菩
薩
辟
支
羅
漢
有
る
を
。
衆
魔
駆
逐
し
衆
会
に
預
か
ら
ず
。
三
乘
山
に
入
り
福
徳
の
地
に
て
。
恬
怕
自
ら

守
り
以
て
欣
快
と
為
し
て
寿
命
延
長
す
。
諸
天
衛
護
し
月
光
出
世
す
。
相
遭
し
て
値
を
得
共
に
吾
道
を
興
す
。
五
十
二
歳
。
首
楞
厳
経
。
般
舟
三
昧
。
先

化
滅
去
す
。
十
二
部
経
尋
後
に
復
滅
し
。
尽
て
復
現
れ
ず
。
文
字
を
見
ず
。
沙
門
袈
裟
自
然
に
白
く
変
ず
。
吾
法
滅
す
る
時
を
譬
へ
る
に
油
燈
の
如
し
。

滅
せ
ん
と
欲
す
る
時
に
臨
み
て
光
明
更
に
盛
ん
に
。
是
に
於
て
便
ち
滅
す
。
吾
法
滅
の
時
亦
燈
滅
の
如
し
。
此
よ
り
後
数
説
く
べ
き
こ
と
難
し
。
是
如
き

後
数
千
万
歳
。
弥
勒
当
に
世
間
に
下
り
仏
と
作
る
べ
し
。
天
下
泰
平
毒
気
消
除
す
。
雨
潤
和
適
五
穀
滋
茂
。
樹
木
長
大
人
長
八
丈
。
皆
寿
八
万
四
千
歳
。
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衆
生
度
を
得
る
こ
と
称
計
す
べ
か
ら
ず
。
賢
者
阿
難
礼
を
作
し
て
仏
に
白
す
。
当
に
何
と
斯
経
を
名
づ
け
。
云
何
に
奉
持
す
べ
き
や
。
仏
言
く
。
阿
難
。

此
経
名
を
法
滅
尽
と
為
す
。
宜
し
く
一
切
に
告
げ
宜
し
く
分
別
せ
し
む
べ
し
。
功
徳
無
量
に
し
て
称
計
す
べ
か
ら
ず
。
四
部
の
弟
子
経
を
聞
き
悲
惨
惆
悵

す
。
皆
無
上
聖
真
道
意
を
発
し
。
悉
く
仏
の
為
に
礼
を
作
し
て
去
る
。

�

（『
仏
説
法
滅
尽
経28

』）

　

ま
ず
傍
線
を
引
い
た
箇
所
の
「
吾
涅
槃
後
法
滅
せ
ん
と
欲
す
る
時
。
五
逆
が
世
を
濁
し
魔
道
が
興
盛
す
。
魔
沙
門
と
作
し
て
吾
道
を
壊
乱
し
。
俗
衣
裳
を
著

け
袈
裟
は
五
色
之
服
を
楽
好
す
。
酒
を
飲
み
肉
を
噉
ら
い
生
を
殺
し
味
を
貪
る
。
慈
心
有
る
こ
と
無
く
更
に
相
憎
嫉
す
」
に
注
目
し
た
い
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
仏
陀
が
涅
槃
に
入
っ
た
後
に
仏
法
が
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
五
逆
の
罪
を
犯
す
も
の
が
増
え
、
悪
魔
が
世
に
蔓
延
る
と
い
う
。
そ

の
悪
魔
た
ち
は
僧
侶
の
姿
と
な
っ
て
仏
教
を
破
壊
し
て
し
ま
う
。
ま
た
法
衣
で
は
な
い
俗
人
の
服
を
着
た
り
、
五
色
の
袈
裟
を
好
ん
で
身
に
着
け
た
り
し
、
更

に
は
飲
酒
や
肉
食
、
殺
生
な
ど
戒
律
も
守
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
、
僧
侶
は
慈
悲
の
心
を
忘
れ
互
い
に
憎
み
合
っ
た
り
嫉
み
合
っ
た

り
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
二
重
傍
線
部
、「
但
財
物
を
貪
り
積
聚
し
て
散
ら
さ
ず
福
徳
を
作
さ
ず
。
奴
婢
を
販
売
し
て
耕
田
種
植
し
。
山
林
を
焚
焼
し
衆
生
を
傷
害
し
て
慈
心

有
る
こ
と
無
し
。
奴
比
丘
と
為
り
。
婢
比
丘
尼
と
為
る
。
道
徳
有
る
こ
と
無
く
し
て
淫
妷
濁
乱
男
女
を
別
ず
。
道
を
薄
淡
せ
し
め
る
は
皆
斯
輩
に
由
る
。
或
い

は
県
官
を
避
け
吾
道
に
依
倚
し
。
沙
門
と
為
す
を
求
む
も
戒
律
を
修
め
ず
。
月
半
月
尽
誦
戒
を
名
ず
と
雖
も
。
厭
倦
懈
怠
に
し
て
聴
聞
を
欲
せ
ず
。
前
後
を
抄

略
し
尽
説
を
肯
ぜ
ず
。
経
を
誦
習
せ
ず
。
設
し
読
者
有
り
て
も
字
句
を
識
ら
ず
。
強
言
を
是
と
為
し
。
明
者
に
諮
は
ず
貢
高
し
名
を
求
む
。
虚
顕
雅
歩
し
て
以

て
栄
と
為
し
人
の
供
養
を
冀
望
す
」
の
箇
所
。

　

僧
侶
の
道
徳
的
退
廃
は
、
仏
法
を
重
ん
じ
な
く
な
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
己
の
利
益
や
欲
望
を
満
た
す
こ
と
に
執
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
も
述
べ
ら
れ
る
。

そ
し
て
『
法
滅
尽
経
』
は
、
こ
の
よ
う
な
者
た
ち
に
よ
っ
て
仏
教
は
味
気
な
く
だ
め
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
主
張
し
て
お
り
、
ま
た
官
吏
の
取
り
立
て
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
僧
侶
と
な
る
も
の
が
現
れ
た
り
、
見
た
目
は
僧
の
振
り
を
し
て
も
戒
律
を
守
ら
ず
経
典
を
読
む
こ
と
も
し
な
い
者
た
ち
が
出
た
り
も
す
る
と
し
て

い
る
。
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従
っ
て
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
か
ら
『
法
滅
尽
経
』
は
、
末
世
に
お
い
て
は
主
に
僧
侶
の
質
の
低
下
に
よ
っ
て
仏
法
が
失
わ
れ
て
い
く
の
だ
と
説
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
は
近
世
に
お
い
て
、
人
々
に
仏
教
あ
る
い
は
僧
侶
が
堕
落
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
大
い
に
関
係
し
て
こ
よ
う
。
近
世
初
期
の

段
階
か
ら
、
主
に
儒
者
を
中
心
に
排
仏
論
が
大
き
く
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
排
仏
思
想
の
広
ま
り
は
、
そ
う
し
た
知
識
人
層

の
間
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
広
く
一
般
大
衆
を
も
巻
き
込
み
、
近
世
社
会
に
お
け
る
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
な

る
の
が
、
仮
名
草
子
と
い
う
一
般
大
衆
に
向
け
た
娯
楽
・
啓
蒙
作
品
群
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
知
識
人
層
か
ら
庶
民
層
に
対
す
る
教
化
・
啓
蒙
が
行
わ

れ
、
そ
の
中
に
近
世
当
時
の
僧
侶
に
対
す
る
批
判
や
、
仏
教
者
自
身
に
よ
る
近
世
仏
教
界
に
対
す
る
憂
愁
と
い
っ
た
内
容
が
存
在
し
た
こ
と
で
、
広
く
仏
教
及

び
僧
侶
の
堕
落
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
庶
民
層
の
人
々
に
も
定
着
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

此
僧
、
宣
ふ
や
う
。
昔
は
、
道
心
有
人
は
。
寺
に
入
て
。
知
識
の
を
し
へ
を
。
う
け
候
ひ
し
か
。
今
は
、
む
か
し
に
か
は
り
。
少
も
道
心
有
人
は
、
寺
を

出
候
な
り
。
そ
の
ゆ
へ
は
。
知
識
に
道
心
な
く
。
聚
僧
も
。
心
さ
し
な
く
し
て
。
お
そ
ろ
し
き
。
心
な
る
ゆ
へ
な
り
。
志
有
人
の
、
交
る
べ
き
や
う
あ
ら

ざ
れ
ば
。
寺
を
出
る
は
理
り
な
り
。

�

（
鈴
木
正
三
『
二
人
比
丘
尼29

』）

昔
さ
る
人
の
云
へ
る
は
、
当
世
の
出
家
は
何
と
し
て
智
慧
も
な
く
行
ひ
も
甲
斐
な
く
、
い
は
ん
や
道
心
の
事
思
ひ
も
よ
ら
ず
。
た
ゞ
可
欲
を
こ
の
み
、
不

知
足
を
も
つ
ぱ
ら
と
し
、
栄
華
に
お
ご
り
、
飲
食
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
す
。
可
欲
と
は
、
女
わ
か
衆
を
す
く
事
、
不
知
足
と
は
、
金
銀
珠
玉
を
あ
き
た
ら
ず

ほ
し
が
る
事
、
栄
華
と
は
、
家
ぶ
し
ん
庭
つ
く
り
、
衣
類
装
束
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
の
諸
道
具
を
、
色
々
の
物
ず
き
に
け
つ
こ
う
す
る
事
。
い
ん
し

い
と
は
、
め
し
、
さ
か
な
、
菓
子
、
め
ん
る
ゐ
、
す
ひ
物
な
ど
の
飲
み
食
ひ
物
の
し
な
〴
〵
、
か
ず
〳
〵
の
料
理
だ
て
す
る
事
。（
中
略
）
我
聞
く
出
家

は
か
し
ら
の
か
み
と
共
に
、
心
の
塵
を
剃
り
す
て
、
身
の
衣
と
共
に
、
心
の
あ
か
を
墨
に
そ
め
、
学
問
修
行
を
勤
め
、
智
慧
広
大
に
理
分
明
に
し
て
、
慈

悲
ふ
か
く
義
あ
つ
き
と
こ
そ
聞
き
し
物
を
。」
と
語
り
け
れ
ば
、
側
な
る
人
の
い
へ
る
は
、「
そ
れ
は
上
代
清
浄
の
出
家
の
事
。
末
代
濁
穢
の
坊
主
ど
も
の
、
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よ
か
ら
ぬ
こ
そ
道
理
な
れ
。
其
い
は
れ
は
、
そ
の
か
み
出
家
は
、
い
づ
れ
も
公
家
武
家
の
子
孫
な
り
、
も
し
又
行
基
ぼ
さ
つ
弘
法
大
師
の
ご
と
く
、
い
や

し
き
胎
内
よ
り
生
下
の
た
め
し
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
れ
は
権
者
方
便
の
み
せ
し
め
と
し
て
、
自
余
の
た
と
へ
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
末
世
当
代
の
坊
主
共

は
、
た
ゞ
い
や
し
き
百
姓
町
人
ば
ら
の
子
孫
、
身
の
す
ぎ
は
ひ
と
し
て
か
た
ち
を
か
へ
た
る
ま
で
な
り
。

�

（
如
儡
子
『
可
笑
記
』
巻
第
五30

）

　

以
上
の
よ
う
な
描
写
が
仮
名
草
子
作
品
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
近
世
当
時
の
僧
侶
を
、
堕
落
し
た
も
の
と
捉
え
る
よ
う
な
見
方
は
広
く
浸
透
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る31

。
特
に
『
二
人
比
丘
尼
』
で
は
、
仏
教
者
で
あ
る
鈴
木
正
三
に
よ
っ
て
、
近
世
初
期
の
僧
侶
あ
る
い
は
仏
教
界
に
対
し
て
批
判
的
と
も
取
れ

る
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。
そ
し
て
私
は
、「
聖
皇
本
紀
」に
お
い
て
月
光
童
子
と
聖
徳
太
子
の
関
係
を
示
唆
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
、

こ
の
点
に
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、『
大
成
経
』
撰
者
は
、
近
世
以
前
よ
り
見
ら
れ
て
い
る
僧
侶
の
堕
落
し
た
姿
に
対
し
て
、
こ
の
『
法
滅
尽
経
』
に
説
か
れ
て

い
る
よ
う
な
仏
法
が
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
時
の
有
様
を
重
ね
、
月
光
童
子
と
い
う
存
在
を
通
し
て
こ
う
し
た
状
態
が
続
く
こ
と
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
そ
う
と

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
実
際
、
近
世
に
お
い
て
盛
ん
に
説
か
れ
た
排
仏
論
の
中
に
は
、
当
時
の
僧
侶
の
素
質
や
そ
の
あ
り
方
に
対
し
て
批
判

的
な
視
線
を
向
け
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
る
。
つ
ま
り
僧
侶
の
あ
り
方
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
解
決
し
な
い
限
り
は
、
仏
教
の
危
機
を
脱
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
『
大
成
経
』
撰
者
に
危
機
感
を
持
た
せ
た
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、『
法
滅
尽
経
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
法
滅
に
伴
う
災
害
の
様
子
で
あ
る
。

波
線
部
「
法
将
に
殄
沒
す
。
登
り
て
時
に
諸
天
泣
涙
す
。
水
旱
調
は
ず
五
穀
熟
せ
ず
。
疫
気
流
行
し
死
亡
者
衆
し
。
人
民
勤
苦
県
官
計
剋
。
道
理
に
順
は
ず
皆

楽
乱
を
思
ふ
。
悪
人
転
ず
る
こ
と
多
く
海
中
の
沙
の
如
し
。
善
者
甚
だ
少
な
く
若
一
若
二
。
劫
尽
ん
と
欲
す
る
が
故
に
日
月
の
転
短
く
人
命
の
転
促
る
。
四
十

で
頭
は
白
く
。
男
子
淫
妷
に
し
て
精
尽
き
夭
命
す
」
に
は
、
ま
さ
に
仏
法
が
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
そ
の
時
に
は
、
洪
水
や
旱
魃
に
よ
っ
て
五
穀
が
実
ら
ず
、
ま

た
疫
病
が
流
行
し
死
者
も
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
予
言
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
江
戸
時
代
が
寒
冷
湿
潤
な
小
氷
期
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
よ
う
。「
聖
皇
本
紀
」
が
収
録
さ
れ
た
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七
十
二
巻
本
『
大
成
経
』
が
出
版
さ
れ
る
以
前
に
は
、冷
害
等
に
よ
り
「
寛
永
の
飢
饉
」
と
い
っ
た
大
規
模
な
凶
作
に
伴
う
飢
饉
が
発
生
し
た
以
外
に
も
、度
々

自
然
災
害
や
飢
饉
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る32

。 

こ
れ
ら
の
災
害
が
人
々
に
与
え
た
不
安
・
動
揺
は
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
ま
た
仏
教
者
に
と
っ
て
は
、
仏
法
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
予
兆
と
し
て
、
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
『
法
滅
尽
経
』
に
お
い
て
仏
が
予
言
し
た
内
容
は
、近
世
初
期
の
社
会
不
安
や
仏
教
が
抱
え
る
問
題
と
か
な
り
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
の
が
月
光
童
子
で
あ
る
。

　

破
線
部
「
諸
天
衛
護
し
月
光
出
世
す
。
相
遭
し
て
値
を
得
共
に
吾
道
を
興
す
。
五
十
二
歳
」
で
は
、
法
滅
が
迫
る
世
界
に
月
光
童
子
が
現
れ
、
五
十
二
年
間

に
わ
た
っ
て
仏
法
を
興
隆
す
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。『
法
滅
尽
経
』
に
お
い
て
最
終
的
に
廃
仏
の
危
機
を
救
う
の
は
弥
勒
仏
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の

前
段
階
に
お
い
て
月
光
童
子
は
仏
法
を
興
隆
す
る
と
い
う
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
月
光
童
子
が
登
場
す
る
他
の
経
典
を
見
て
み
て
も
、
月
光
童
子
は
仏
陀

が
排
斥
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
に
そ
れ
を
諫
め
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
り
、
水
害
や
疾
病
に
よ
っ
て
人
々
が
苦
し
ん
で
い
る
時
に
出
現
し
て
人
々
を
救
済

す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
り
す
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
要
素
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
古
来
よ
り
月
光
童
子
に
求
め
ら
れ
て
き
た
役
割
と
は
、
仏
法
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
世
の
中
に
お
け
る
僧
侶
の
堕
落
や
災
害
、
疾
病
と
い
っ
た
危
機
に
対
し
、
仏
法
を
護
持
・
興
隆
す
る
こ
と
を
通
じ
て
人
々
を
救
済
す
る
と
い

う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、「
聖
皇
本
紀
」
敏
達
天
皇
六
年
十
二
月
条
に
お
い
て
突
然
に
月
光
童
子
と
い
う
存
在
が
聖
徳
太
子
と
の
関
係
の
中
で

登
場
し
て
き
た
こ
と
の
意
味
と
は
、
や
は
り
『
大
成
経
』
撰
者
が
聖
徳
太
子
に
月
光
童
子
と
同
様
の
役
割
を
期
待
し
て
い
た
た
め
に
、
敢
え
て
両
者
を
付
会
さ

せ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

勿
論
、「
聖
皇
本
紀
」
敏
達
天
皇
六
年
十
二
月
条
で
は
、
イ
ン
ド
に
出
現
し
た
月
光
童
子
は
後
に
中
国
で
顔
回
と
な
り
、
そ
こ
で
先
王
道
を
行
っ
た
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
聖
徳
太
子
に
よ
る
三
教
一
致
論
を
主
張
す
る
中
で
儒
教
的
要
素
を
担
う
存
在
と
し
て
提
示
さ
れ
た
だ
け
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
必
ず
し
も
そ
の
役
割
は
月
光
童
子
で
な
く
て
も
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
し
、
わ
ざ
わ
ざ
仏
教
的
存
在
の
月
光
童
子
で
は
な
く
、

初
め
か
ら
儒
教
に
関
係
す
る
人
物
と
付
会
さ
せ
れ
ば
済
む
話
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
私
の
考
え
る
よ
う
に
「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
聖
徳
太
子
と
対
を
為

す
存
在
は
月
光
童
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
の
仏
教
者
た
ち
に
対
し
て
法
滅
の
危
機
感
を
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煽
り
、
僧
侶
の
堕
落
を
戒
め
る
と
い
う
役
割
を
も
聖
徳
太
子
が
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
長
ら
く
隠
さ
れ
て
お
り
、

よ
う
や
く
近
世
と
い
う
法
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
時
代
に
お
い
て
世
に
現
れ
て
き
た
、
聖
徳
太
子
真
撰
（
と
さ
れ
た
）『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
に
お
い
て
語

ら
れ
る
こ
と
で
、
最
も
効
果
的
に
現
実
世
界
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、『
旧
事
大
成
経
』
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
本
論
文
に
お
け
る
考
察
を
経
て
得
ら
れ
た
結
論
を
基
に
、『
大
成
経
』
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
神
道
説
が
近
世
の
思
想
家
や
仏
教
者
等
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
極
め
て
簡
単
に
可
能
性
を
示
唆
す
る
に
留
め
、
詳
細
な
検
討
は

別
稿
に
委
ね
た
い
。

〇
忍
澂
（
一
六
四
五
～
一
七
一
一
）

　

浄
土
宗
の
僧
で
あ
る
忍
澂
は
、
小
笠
原
春
夫
「
長
野
釆
女
伝
の
一
考
察
」
に
引
か
れ
る
『
三
国
相
承
宗
分
統
図
』（
ま
た
は
『
三
国
相
承
宗
分
統
譜
』）
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
『
大
成
経
』
偽
作
の
中
心
人
物
と
目
さ
れ
て
き
た
長
野
釆
女
の
流
れ
を
受
け
る
者
と
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る33

。 

そ
の
こ
と
は
、

忍
澂
の
伝
記
で
あ
る
『
忍
澂
上
人
行
状
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

同
十
年
師
二
十
六
歳
或
日
適
々
神
道
の
書
を
見
ら
れ
し
に
大
に
仏
法
を
破
す
こ
れ
神
道
の
仏
道
を
知
ざ
る
ゆ
ゑ
な
り
我
こ
れ
を
破
し
か
へ
さ
ん
と
思
ふ
し

か
し
我
未
だ
神
道
の
奥
儀
を
知
ら
ず
破
し
か
へ
さ
ん
よ
り
は
先
神
道
の
書
を
学
ば
ん
と
て
先
百
日
八
幡
宮
へ
の
日
詣
を
思
ひ
立
風
雨
の
日
も
懈
り
な
く
参

詣
し
て
神
勅
を
願
へ
り
百
日
満
夜
半
の
夢
に
八
幡
宮
の
神
前
に
拝
し
居
る
に
宮
殿
の
扉
み
づ
か
ら
開
き
て
光
明
赫
灼
た
り
師
あ
り
が
た
く
思
ひ
今
や
大
菩

薩
御
出
現
か
と
想
は
る
ゝ
と
夢
さ
め
け
る
と
こ
れ
吉
夢
な
ら
ん
と
悦
び
居
ら
れ
け
る
翌
日
所
の
有
人
来
て
師
に
語
り
て
曰
こ
の
頃
佐
野
氏
へ
江
戸
よ
り
客
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人
あ
り
此
人
神
道
に
精
し
問
事
を
答
ず
と
い
ふ
事
な
し
名
は
長
野
釆
女
と
申
す
と
師
聞
て
喜
び
即
ち
同
道
し
尋
ね
往
て
対
面
し
従
来
の
願
心
を
述
ら
れ
た

れ
ば
長
野
氏
も
聞
て
悦
び
我
伝
へ
居
所
の
神
道
の
奥
義
は
唯
授
一
人
の
法
な
り
未
だ
伝
授
す
る
人
な
し
今
師
に
授
ば
我
願
も
成
就
せ
ん
先
学
び
た
ま
へ
と

勧
め
ら
る
師
も
随
つ
て
学
ぶ
事
一
年
に
し
て
唯
授
一
人
の
伝
を
受
て
神
道
の
奥
義
を
究
め
ら
る

�

（『
忍
澂
上
人
行
状
記34

』）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
忍
澂
は
二
十
六
歳
の
時
に
長
野
釆
女
か
ら
神
道
の
伝
授
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
後
、
忍
澂
は
師
で
あ
る
万
無
と
共
に
、

法
然
の
旧
跡
で
あ
る
京
都
鹿
ケ
谷
に
法
然
院
を
再
興
し
、
念
仏
持
戒
の
道
場
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
九
年
師
三
十
七
歳
正
月
未
だ
棟
を
上
ざ
る
に
大
和
尚
疾
煩
ひ
た
ま
ふ
よ
り
て
職
人
を
倍
し
て
夜
を
日
に
続
て
急
が
る
ゝ
ゆ
ゑ
に
五
月
に
至
り
客
殿
作
り

の
堂
と
香
積
の
造
作
成
就
し
霊
場
と
な
る
時
に
大
衆
招
か
ざ
る
に
集
ま
り
随
喜
結
縁
の
参
詣
か
へ
る
こ
と
を
忘
れ
ん
と
す
大
和
尚
こ
れ
を
聞
て
喜
び
給
ふ

こ
と
限
り
な
し
大
和
尚
師
に
告
て
寺
を
法
然
院
と
い
ふ
古
名
を
呼
べ
し
山
を
ば
善
気
山
と
い
ふ
こ
れ
を
山
号
と
せ
よ
と
師
答
へ
て
よ
し
然
れ
ど
も
未
だ
寺

号
な
し
今
大
和
尚
こ
の
地
を
中
興
せ
り
大
和
尚
の
称
号
を
以
て
寺
号
と
せ
ば
こ
の
地
を
中
興
し
給
ふ
こ
と
を
伝
へ
ざ
る
に
忘
れ
ず
可
な
ら
ん
か
と
大
和
尚

こ
れ
を
允
し
て
自
ら
万
無
寺
の
記
を
作
り
又
新
に
寺
法
を
立
ら
る
ゝ
事
お
よ
そ
十
七
ヶ
条 

（
条
目
の
文
長
し
こ
ゝ
に
記
す
る
こ
と
能
は
ず
）
そ
の
大
意
を

示
さ
ん
夫
寺
規
奉
律
は
善
導
大
師
の
二
百
五
十
戒
受
具
の
儀
に
よ
ら
ず
元
祖
の
宗
（
と
は
念
仏
三
昧
な
り
）
戒
（
と
は
円
頓
菩
薩
三
聚
戒
な
り
）
両
脈
を

も
て
規
則
と
す
法
衣
等
は
南
山
大
師
の
章
服
儀
義
浄
三
蔵
の
南
海
寄
帰
伝
等
に
準
依
す
門
人
衆
僧
の
者
は
其
根
機
に
応
じ
頓
に
三
聚
戒
を
誓
ひ
十
重

四
十
八
軽
戒
を
分
受
し
或
は
全
受
こ
ゝ
ろ
に
任
せ
八
斎
戒
を
以
て
僧
儀
を
荘
厳
し
長
時
不
退
に
念
仏
し
て
昼
夜
六
時
に
礼
讃
誦
経
す
る
一
本
山
と
す

�

（『
忍
澂
上
人
行
状
記35

』）

　

こ
れ
に
つ
い
て
上
田
霊
城
は
「
忍
澂
が
法
然
院
を
再
建
し
て
持
戒
念
仏
の
道
場
と
し
た
の
は
、
浄
土
宗
の
風
儀
の
乱
れ
を
匡
し
宗
祖
の
真
風
を
起
こ
す
た
め

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る36

。
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〇
徧
無
為
（
依
田
貞
鎮
、
一
六
八
一
～
一
七
六
四
）

　

七
十
二
巻
本
『
大
成
経
』
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
か
ら
近
世
中
期
頃
に
か
け
て
は
、
仏
教
者
の
間
で
戒
律
復
興
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ

た
。『
大
成
経
』
の
熱
烈
な
信
奉
者
で
あ
っ
た
徧
無
為
は
、
比
叡
山
の
安
楽
律
院
復
興
に
関
わ
っ
た
戒
律
を
重
視
す
る
安
楽
院
流
の
僧
侶
と
の
交
流
が
あ
り
、

更
に
徧
無
為
は
父
祖
伝
来
の
土
地
に
善
明
寺
を
移
し
て
律
院
と
し
、
比
叡
山
安
楽
律
院
の
末
寺
と
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る37

。 

戒
律
は
諸
宗
。
僧
徒
の
常
也
。
無
戒
破
戒
は
。
僧
宝
に
非
ず
。
又
国
を
潤
す
善
人
非
ず
。
四
民
に
外
れ
て
国
功
を
費
す
也
。
然
る
に
時
澆
季
に
当
り
。
聖

を
去
る
こ
と
稍
遥
か
に
し
て
。
方
袍
円
頂
之
士
。
悠
悠
泛
泛
と
し
て
。
竟
に
出
家
は
何
事
を
為
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
。
往
往
に
塵
縁
に
干
渉
し
。
動
も

す
れ
ば
経
律
に
違
ふ
者
有
り
。
律
範
儀
軌
は
。
悉
く
如
来
よ
り
出
て
。
二
部
之
僧
は
。
悉
く
如
来
之
真
子
也
。
戒
律
捨
て
行
は
ざ
る
こ
と
有
る
は
。
其
れ

天
魔
か
。
其
れ
外
道
か
。
仏
乗
干
紀
。
乱
常
之
人
也
。
律
院
を
開
創
す
る
所
由
。
其
れ
茲
に
在
り
。

�

（
徧
無
為
『
空
華
集38

』）

　

こ
こ
か
ら
も
徧
無
為
が
、
当
時
の
世
の
中
に
お
い
て
僧
侶
が
戒
律
の
重
要
性
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
ま
た
そ
の
た
め

に
自
ら
律
院
を
開
創
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
慈
雲
（
一
七
一
八
～
一
八
〇
五
）

旧
事
紀
に
。
聖
徳
太
子
幼
年
の
時
。
天
皇
の
問
に
答
た
ま
ふ
。
神
道
は
根
本
也
。
儒
道
は
枝
葉
也
。
仏
法
は
花
果
也
云
々

�

（
慈
雲
『
相
承
神
道
儀39

』）
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雲
伝
神
道
の
開
祖
と
し
て
も
知
ら
れ
る
真
言
宗
の
僧
・
慈
雲
の
『
相
承
神
道
儀
』
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
記
述
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る

「
旧
事
紀
」
と
い
う
の
は
、『
大
成
経
』
で
は
な
い
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
聖
徳
太
子
が
「
根
本
枝
葉
花
実
説
」
を
天
皇
に
奏
し
て
い
る
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ

な
い
た
め
、
恐
ら
く
『
大
成
経
』
の
方
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
記
述
は
、「
聖
皇
本
紀
」
敏
達
天
皇
七
年
条
の
「
七
年
。
春
三
月
十
九
日
。
天
皇
太
子
の
生
才
に
感
て
。
勅
し
て
太
子
を
大
殿
に
徴
て
。
儒
釈
の
教
の

意
を
問
ふ
。
太
子
奏
し
て
曰
く
。
儒
は
人
倫
の
道
。
先
皇
の
道
に
同
じ
。
是
れ
道
の
枝
葉
。
仏
は
大
覚
の
道
。
天
祖
の
師
な
り
。
是
れ
道
の
花
実
な
り
。
二
法

自
ず
か
ら
立
て
。
吾
が
神
道
に
合
ふ
。
三
と
成
り
大
成
す
。
吾
道
は
道
の
根
本
な
り
。
本
有
り
て
枝
有
り
。
枝
有
り
て
菓
有
り
。
菓
有
り
て
本
を
生
ず
。
自
ず

か
ら
三
法
の
経
有
り
。
世
之
を
尊
び
之
を
習
ふ
。
天
皇
之
を
聞
し
め
し
。
押
し
て
廃
す
る
こ
と
を
得
ず40

」 

と
い
う
記
事
を
出
典
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
慈
雲
は
、
直
接
『
大
成
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
『
大
成
経
』
及
び
「
聖
皇
本
紀
」
の
内
容
を

知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

如
来
滅
後
二
千
七
百
歳
を
経
て
群
魔
沙
界
に
横
行
し
群
情
を
塗
炭
に
す
。
此
時
相
似
の
仏
法
世
界
に
出
現
し
異
執
紛
綸
と
し
て
互
に
是
非
し
。
悉
く
文
字

章
句
に
泥
む
て
実
修
実
行
の
道
廃
す
。
沙
門
は
唯
剃
髪
染
衣
無
戒
破
戒
に
し
て
道
を
衒
ひ
法
を
売
て
。
唯
好
飲
食
好
衣
服
を
好
み
。
多
財
を
以
て
有
徳
と

し
弁
口
を
以
て
多
聞
と
す
。
闔
国
唯
無
慚
無
愧
に
し
て
浄
持
戒
の
人
な
く
得
通
の
者
な
し
。（
中
略
）
如
来
の
正
法
滅
尽
せ
ん
と
欲
し
。
衆
生
の
慧
目
な

き
を
見
る
に
。
紛
骨
砕
身
す
と
も
自
ら
や
む
こ
と
あ
た
わ
ず
。
不
肖
が
僧
坊
を
立
つ
る
の
意
志
此
に
あ
り
。

�

（
慈
雲
『
修
行
道
地
経
和
訳41

』）

　

慈
雲
も
ま
た
近
世
に
お
け
る
僧
侶
の
堕
落
を
嘆
き
、
釈
尊
在
世
当
時
の
正
し
い
仏
教
、
僧
侶
の
あ
り
方
へ
と
回
帰
す
る
た
め
に
正
法
律
運
動
を
起
こ
し
た
人

物
で
あ
る
。
ま
た
慈
雲
は
『
十
善
法
語
』
や
『
人
と
な
る
道
』
と
い
っ
た
著
作
を
も
っ
て
十
善
戒
の
唱
導
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
慈
雲
の
思
想
・
行
動
が
『
大
成
経
』
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
忍
澂
・
徧
無
為
・
慈

雲
と
い
っ
た
『
大
成
経
』
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
神
道
説
に
少
な
か
ら
ず
触
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
物
た
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
戒
律
の
復
興
を
志
向
し
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て
い
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
近
世
の
戒
律
復
興
運
動
に
対
し
て
『
大
成
経
』
が
何
ら
か
の
寄
与
を
し
た
可

能
性
に
つ
い
て
は
今
後
、
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
、
結
論

　
『
大
成
経
』
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
要
素
と
し
て
提
示
さ
れ
た
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
の
関
係
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
な
ぜ
新
た
に
そ
の
よ
う
な
内
容
が
記
述
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
大
成
経
』
撰
者
は
聖
徳
太
子
に
対
し
て
、
仏
典
に
登
場
す
る
月
光
童

子
と
同
様
の
役
割
を
期
待
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
仏
典
に
登
場
す
る
月
光
童
子
は
、
仏
法
が
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
世
に
出
現
し
、
仏
法
を
興
隆
・
守
護
す
る
存
在
で
あ
り
、
ま
た
正

し
い
仏
教
者
と
し
て
の
あ
り
方
に
立
ち
返
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
く
存
在
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
た
。
特
に
『
法
滅
尽
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
な
末
世
の

様
子
は
、僧
侶
の
堕
落
や
近
世
に
し
ば
し
ば
発
生
し
た
飢
饉
や
自
然
災
害
と
い
っ
た
事
実
と
か
な
り
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
大
成
経
』
撰
者
は
、

仏
典
に
説
か
れ
る
末
世
の
様
子
と
実
際
の
近
世
社
会
の
様
子
を
重
ね
合
わ
せ
、「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
聖
徳
太
子
と
月
光
童
子
を
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
法

滅
に
対
す
る
危
機
感
を
煽
り
、
正
し
い
仏
教
の
あ
り
方
へ
と
回
帰
す
べ
き
と
主
張
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
近
世
仏
教
の
抱
え
た
問
題
に
対
す
る
提
起
は
、
戒
律
を
重
視
す
る
思
想
を
持
っ
た
人
々
に
対
し
て
影
響
を
与
え
た
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ま
だ
検
討
が
不
十
分
で
あ
り
容
易
に
結
論
が
下
せ
る
問
題
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
論
文
で

例
と
し
て
挙
げ
た
戒
律
を
重
視
す
る
思
想
を
持
っ
た
人
物
た
ち
は
、『
大
成
経
』あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
内
容
の
思
想
に
触
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

今
後
は
彼
ら
各
個
人
の
思
想
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
調
査
・
検
討
を
す
る
と
と
も
に
、
近
世
戒
律
復
興
運
動
に
関
わ
っ
た
人
物
た
ち
に
つ
い
て
も
広
く
調
査

を
行
い
、
そ
こ
に
『
大
成
経
』
の
影
響
と
思
わ
れ
る
も
の
が
実
際
に
存
在
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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註

1　

本
論
文
に
お
い
て
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷/

［
潮
音
等
撰
］』
延
宝
九
年
刊
本
（
三
九
冊
、
一
～

三
八
巻
存
、
請
求
記
号
：D

11/1338/1-38

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）
を
参
照
す
る
。
以
下
、『
大
成
経
』
と
省
略
。

　
　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1?ln=ja

）

　
　

ま
た
本
論
文
に
お
け
る
引
用
資
料
は
、
新
字
体
に
統
一
の
上
、
原
漢
文
の
も
の
は
全
て
書
き
下
し
文
に
改
め
、
割
注
は
【
】
で
表
し
、
特
に
注
目
す
べ
き
記
述
に
は
適
宜
傍
線
を
附

し
た
。

2　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷/

［
潮
音
等
撰
］』
第
三
十
五
巻　

八
丁
オ
～
九
丁
オ
（
一
一
八
六
・
一
一
八
七
コ
マ
）

　
　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1186?ln=ja

）

3　

聖
徳
太
子
が
「
救
世
観
音
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
敏
達
天
皇
十
二
年
秋
七
月
条
に
て
「
百
済
賢
者
葦
北
達
率
日
羅
」
が
、
聖
徳
太
子
に
対
し
て
「
敬
礼
救

世
観
世
音
大
菩
薩
。
伝
灯
東
方
粟
散
王
」（『
大
日
本
仏
教
全
書　

第
七
十
一
巻　

史
伝
部
十
』
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団　

一
九
七
二
年　

一
二
七
頁
）
と
述
べ
た
こ
と
に
よ
る
。

4　
『
群
書
類
従　

第
五
輯
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
〇
年
訂
正
三
版　

五
二
八
頁

5　
『
大
日
本
仏
教
全
書　

第
七
十
一
巻　

史
伝
部
十
』
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団　

一
九
七
二
年　

一
二
二
頁

6　
『
続
群
書
類
従　

第
二
十
七
輯
下
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
五
七
年
訂
正
三
版　

三
三
一
頁

7　
『
続
群
書
類
従　

第
二
輯
下
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
五
八
年
訂
正
三
版　

六
〇
四
頁

8　
『
大
日
本
仏
教
全
書　

第
七
十
一
巻　

史
伝
部
十
』
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団　

一
九
七
二
年　

二
七
〇
頁

9　
『
善
光
寺
縁
起
』（『
続
群
書
類
従　

第
二
十
八
輯
上
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
五
九
年
訂
正
三
版
）
に
は
、「
次
十
二
大
願
医
王
善
逝
。
日
光
月
光
二
菩
薩
に
勅
し
て
言
く
。
此

よ
り
西
方
十
恒
河
沙
世
界
を
過
ぐ
る
に
娑
婆
と
名
く
る
国
有
り
。
其
中
南
閻
浮
州
大
日
本
国
主
聖
徳
太
子
。
救
世
観
音
の
化
身
と
為
て
。
仏
法
を
興
隆
し
衆
生
を
利
益
せ
ん
が
為
。

身
命
を
捨
て
合
戦
を
興
す
。
彼
国
に
往
て
太
子
の
化
道
を
助
け
奉
れ
と
。
時
に
日
光
月
光
二
菩
薩
両
大
将
と
為
す
」（
一
六
〇
頁
）
と
い
う
記
述
が
存
在
す
る
が
、
ま
た
同
時
に
、

同
縁
起
に
は
「
月
光
童
子
」（
一
三
八
頁
）
と
い
う
名
前
が
見
え
て
も
い
る
。
こ
の
「
月
光
菩
薩
」
と
「
月
光
童
子
」
の
区
別
に
つ
い
て
は
殆
ど
検
討
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
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前
者
は
薬
師
三
尊
の
脇
侍
と
し
て
対
と
な
る
「
日
光
菩
薩
」
と
共
に
語
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
本
論
文
で
も
引
用
し
て
い
る
諸
経
典
中
に
も
単
独
で
登
場
し
、
特

有
の
役
割
を
与
え
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
『
南
岳
思
大
禅
師
立
誓
願
文
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

第
四
十
六
巻
』
大
正
一
切
経
刊
行
会　

一
九
二
七
年
）

に
「
月
光
菩
薩
真
丹
国
に
出
で
て
説
法
し
大
い
に
衆
生
を
度
す
」（
七
八
六
頁
）
と
あ
る
が
、こ
れ
に
対
し
て
菊
地
章
太
は
「
さ
て
、『
立
誓
願
文
』
に
は
月
光
童
子
も
登
場
す
る
。「
月

光
菩
薩
」
と
い
う
名
で
出
て
い
る
が
、お
薬
師
さ
ん
の
両
脇
に
い
る
日
光
と
月
光
の
か
た
わ
れ
で
は
な
い
。
い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
月
光
童
子
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
菊
地
章
太
『
弥
勒
信
仰
の
ア
ジ
ア
』
大
修
館
書
店　

二
〇
〇
三
年　

一
〇
四
頁
）
こ
れ
は
恐
ら
く
『
立
誓
願
文
』
に
お
け
る
月
光
童
子
の
記
事
が
、
後
掲
『
仏
説
法
滅
尽
経
』
と

か
な
り
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
そ
も
そ
も
『
仏
説
法
滅
尽
経
』
で
は
単
に
「
月
光
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
多
く
の
先
行

研
究
で
は
『
仏
説
法
滅
尽
経
』
に
現
れ
て
い
る
「
月
光
」
を
「
月
光
童
子
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
論
文
で
は
薬
師
三
尊
の
脇
侍
で
あ
り
日
光
菩
薩
の
対
と
し
て
の
「
月

光
菩
薩
」
と
、
諸
経
典
中
に
単
独
で
現
れ
て
い
る
「
月
光
童
子
」
と
を
明
確
に
区
別
し
た
上
で
、「
聖
皇
本
紀
」
敏
達
天
皇
六
年
十
二
月
条
に
登
場
す
る
の
は
後
者
の
「
月
光
童
子
」

で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
『
耀
天
記
』（
前
掲
）
の
よ
う
に
「
月
光
𦬇
」
と
記
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
単
体
で
語
ら
れ
て
い
る
例
に
関
し
て
は
、
同
様
に
「
月
光
童
子
」
で
あ
る
と
解

釈
す
る
。

10　

月
光
童
子
の
遍
歴
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ド
で
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
時
代
（
紀
元
前
三
世
紀
頃
）
に
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
中
国
に
て
顔
回
（
前
五
二
一
頃
～
前
四
九
〇
頃
）
と
な
っ
た
と

し
て
お
り
、
明
ら
か
な
矛
盾
が
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
述
に
従
っ
た
。

11　

吉
田
一
彦
『
仏
教
伝
来
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
二
年　

五
二
～
五
四
頁

12　

同
右　

五
九
・
六
〇
頁

13　

同
右　

六
二
頁

14　

月
光
童
子
が
登
場
す
る
経
典
は
、『
仏
説
月
光
童
子
経
』『
仏
説
申
日
経
』『
申
日
児
本
経
』『
仏
説
徳
護
長
者
経
』『
首
羅
比
丘
経
』『
仏
説
法
滅
尽
経
』
な
ど
が
あ
る
。
吉
田
一
彦
は

こ
れ
ら
の
経
典
に
見
え
る
月
光
童
子
の
役
割
に
つ
い
て
「
法
滅
思
想
や
末
法
思
想
を
説
い
て
い
た
弥
勒
信
仰
の
側
が
、
の
ち
に
月
光
童
子
信
仰
を
受
容
、
吸
収
し
て
、
弥
勒
仏
の
最

終
救
済
の
前
に
月
光
童
子
に
よ
る
五
十
二
（
あ
る
い
は
五
十
一
）
年
間
の
救
済
を
位
置
づ
け
た
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
月
光
童
子
は
、
仏
法
が
衰
え
、
廃
滅
し
よ
う
と
す
る
時
に

こ
の
世
に
出
現
（
出
世
）
す
る
童
子
で
あ
り
、
五
十
二
（
あ
る
い
は
五
十
一
）
年
間
に
わ
た
っ
て
す
ば
ら
し
い
統
治
を
行
な
う
存
在
で
あ
り
、
ま
た
彼
の
父
（
申
日
、
徳
護
な
ど
と

訳
さ
れ
て
い
る
）
が
仏
を
殺
害
せ
ん
と
す
る
廃
仏
を
行
な
お
う
と
し
た
時
に
こ
れ
を
と
ど
め
よ
う
と
し
た
護
法
の
童
子
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（
吉
田
一
彦　

前
掲
書　
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六
四
頁
）

15　

吉
田
一
彦　

前
掲
書　

一
〇
三
頁

16　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

第
十
四
巻
』
大
正
一
切
経
刊
行
会　

一
九
二
五
年　

八
一
六
頁

17　

同
右　

八
一
八
頁

18　

同
右　

八
一
九
頁

19　

同
右　

八
四
一
・
八
四
三
頁

20　

吉
田
一
彦　

前
掲
書　

六
三
頁

21　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

第
十
四
巻
』（
大
正
一
切
経
刊
行
会　

一
九
二
五
年　

八
一
七
頁
）
に
よ
れ
ば
『
仏
説
申
日
経
』
は
竺
法
護
訳
で
は
な
く
、
支
謙
訳
で
は
な
い
か
と
す
る
見
解

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
塚
本
善
隆
は
、「
こ
の
経
を
支
謙
訳
と
断
定
す
る
こ
と
は
保
留
し
た
い
」（
塚
本
善
隆
「
北
魏
の
仏
教
匪
」（『
塚
本
善
隆
著
作
集　

第
二
巻　

北
朝
仏

教
史
研
究
』
大
東
出
版
社　

一
九
七
四
年　

一
七
七
頁
））
と
述
べ
て
い
る
。

22　

砂
山
稔
「
月
光
童
子
劉
景
暉
の
反
亂
と
首
羅
比
丘
經
―
月
光
童
子
讖
を
中
心
と
し
て
―
」（『
東
方
學　

第
五
一
集
』
一
九
七
六
年　

五
六
頁
）

23　

北
魏
の
熙
平
年
間
に
は
劉
景
暉
と
い
う
少
年
を
月
光
童
子
と
し
て
担
ぎ
、
農
民
た
ち
が
反
乱
を
起
こ
し
た
事
件
が
発
生
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
塚
本
善
隆
前
掲

書
（
一
七
五
～
一
七
九
頁
）
お
よ
び
砂
山
稔
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

24　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

第
八
五
巻
』
大
正
一
切
経
刊
行
会　

一
九
三
二
年　

一
三
五
七
頁

25　

矢
吹
慶
輝
『
鳴
沙
餘
韻　

解
説
篇
』
第
二
部　

臨
川
書
店　

一
九
八
〇
年　

二
二
五
頁

26　

砂
山
稔　

前
掲
論
文　

五
八
頁

27　

菊
地
章
太
「「
あ
の
世
」
の
到
来
―
『
法
滅
尽
経
』
と
そ
の
周
辺
―
」（
田
中
純
男
編
『
死
後
の
世
界
―
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
冥
界
信
仰
―
』
東
洋
書
林　

二
〇
〇
〇
年　

一
一
六
頁
）

28　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

第
十
二
巻
』
大
正
一
切
経
刊
行
会　

一
九
二
五
年　

一
一
一
八
・
一
一
一
九
頁

　
　

書
き
下
す
に
当
た
っ
て
は
、
由
木
義
文
『『
法
滅
尽
経
』
―
す
べ
て
は
滅
び
る
の
か
―
』（
大
蔵
出
版　

一
九
九
三
年
）
を
参
考
と
し
た
。
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29　
 『

假
名
草
子
集
成　

第
五
十
六
巻
』
東
京
堂
出
版　

二
〇
一
六
年　

一
六
八
頁

30　
『
近
代
日
本
文
学
大
系　

第
一
巻
』
国
民
図
書
株
式
会
社　

一
九
二
八
年　

六
四
六
・
六
四
七
頁

31　

仮
名
草
子
に
お
け
る
仏
教
批
判
の
先
行
研
究
は
、
前
田
勉
「
仮
名
草
子
に
お
け
る
儒
仏
論
争
」（
前
田
勉
『
近
世
神
道
と
国
学
』
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
〇
二
年
）、
本
村
昌
文
『
い
ま

を
生
き
る
江
戸
思
想　

十
七
世
紀
に
お
け
る
仏
教
批
判
と
死
生
観
』
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
一
六
年
も
参
考
と
し
た
。

32　

小
鹿
島
果
編
『
日
本
災
異
志
』
思
文
閣　

一
九
七
三
年
複
刻

　
　

中
塚
武
『
気
候
適
応
の
日
本
史　

人
新
世
を
の
り
こ
え
る
視
点
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
二
二
年　

一
三
〇
・
一
三
一
頁

33　

小
笠
原
春
夫
「
長
野
釆
女
伝
の
一
考
察
」（『
神
道
学　

一
二
九
号
』
一
九
八
六
年　

一
四
頁
）

34　

白
蓮
社
瑞
宏
編
『
洛
東
獅
谷
法
然
院
誌　

附
・
忍
澂
上
人
行
状
記
』
白
蓮
社
瑞
宏　

一
九
二
七
年　

六
二
・
六
三
頁
（
四
二
コ
マ
）

　
　
（
請
求
記
号
：
特228-49

、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
）

　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンU

RL
：（https://dl.ndl.go.jp/pid/1035940/1/42

）

35　

白
蓮
社
瑞
宏
編
『
洛
東
獅
谷
法
然
院
誌　

附
・
忍
澂
上
人
行
状
記
』
白
蓮
社
瑞
宏　

一
九
二
七
年　

七
五
・
七
六
頁
（
四
八
・
四
九
コ
マ
）

　
　
（
請
求
記
号
：
特228-49

、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
）

　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンU

RL

：（https://dl.ndl.go.jp/pid/1035940/1/48

）

36　

上
田
霊
城
「
江
戸
仏
教
の
戒
律
思
想
（
一
）」（『
密
教
文
化　

一
一
六
号
』
一
九
七
六
年　

二
七
頁
）

37　

杉
本
欣
久
「
東
叡
山
寛
永
寺
の
絵
師
・
関
良
雪
と
輪
王
寺
門
跡
・
公
遵
法
親
王
、
神
道
家
・
依
田
貞
鎮
―
「
安
楽
律
騒
動
」
の
渦
中
で
生
き
た
画
家
―
」（『
日
本
近
世
美
術
研
究　

一
号
』
二
〇
一
八
年　

五
〇
頁
）

38　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
徧
無
為
『
空
華
集
』
巻
五　

文
政
六
・
七
年　

道
義
写
本
（
奥
付
）　

三
十
一
丁
オ
・
ウ
（
一
三
二
・
一
三
三
コ
マ
）

　
　
（
一
三
冊
、
管
理
番
号
：
乙B1/14

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）

　
　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100350549/132?ln=ja

）

39　
『
慈
雲
尊
者
全
集　

第
十
』
思
文
閣　

一
九
七
四
年
再
版　

六
四
五
頁
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40　
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